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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 190,241 6.4 3,714 323.4 3,658 635.6 982 ―

22年3月期第3四半期 178,876 △11.1 877 △81.8 497 △89.7 △330 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 5.85 ―

22年3月期第3四半期 △1.97 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 205,172 115,773 56.1 684.70
22年3月期 198,047 117,417 58.9 693.70

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  115,058百万円 22年3月期  116,583百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
23年3月期 ― 7.50 ―

23年3月期 
（予想）

7.50 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 270,000 3.7 8,000 49.7 8,000 55.6 3,300 35.9 19.64



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定
性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名    － ）、 除外 ―社 （社名    － ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 168,563,533株 22年3月期  168,563,533株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  522,085株 22年3月期  501,797株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 168,057,709株 22年3月期3Q 168,077,326株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の景気刺激策などにより、企業収益に一部持ち直し

の動きが見られるものの、デフレ経済の長期化や厳しい雇用情勢などを背景に、景気は足踏み状態となってお

ります。  

 住宅業界におきましては、市況の本格的回復には至っていないものの、過去最大規模の住宅ローン減税、住

宅ローンの貸出金利の優遇、贈与税の軽減措置の拡大および住宅エコポイント制度など諸施策の効果により、

持家の新設着工が前年を上回る状況が続いており、持ち直しの兆しが見られます。  

 このような状況のなか、当社グループは、地球環境に配慮するとともに住生活文化の発展に貢献する『住生

活産業Ｎｏ.１の環境革新企業』を目指して、事業活動を展開してまいりました。  

 戸建請負事業におきましては、「長期優良住宅」認定基準に標準対応し、環境性能に優れた商品を普及価格

帯から取り揃え、幅広い顧客層に提供しました。また、光触媒技術により、長期にわたって美しさを保ち、空

気浄化機能で環境にも貢献するタイル外壁『キラテック』の強みを訴求するため、全国一斉販促キャンペーン

を実施したことなどにより、受注が堅調に推移しました。  

 商品・技術開発面では、パナソニックグループの環境技術を結集した『ＣＯ２±０（ゼロ）住宅』の研究棟

を建設し、平成23年度中の商品化を目指して実証試験を進めております。  

 資産活用事業におきましては、高齢化が急速に進行し、高齢者向けの住まいの必要性が高まる中、「ケア付

き高齢者専用賃貸住宅・一括借上げシステム」の提供や、全国で医療・介護事業者様向けセミナーを開催し、

当社独自のコンサルティングサービスについて訴求するなど、高齢者向け住宅の販売を促進しました。  

 リフォーム事業におきましては、新聞や雑誌、ウェブなどによる幅広い広告展開や、リフォームイベントの

開催を通じ、木造やマンションなどを対象とした大規模増改築への取り組みについて認知度向上を図りまし

た。また、情報発信とコンサルティング営業の拠点としてリフォームプラザを開設し、潜在顧客との接点を強

化するなど、事業の基盤作りに注力しました。  

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は1,902億4千1百万円（前年同期

比6.4%増）となりました。利益につきましては、営業利益は37億1千4百万円（前年同期差28億3千7百万円

増）、経常利益は36億5千8百万円（前年同期差31億6千1百万円増）、四半期純利益は9億8千2百万円（前年同期

差13億1千2百万円増）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

     当第３四半期連結会計期間末における資産総額は、2,051億7千2百万円であり前連結会計年度末比71億2千5百 

    万円増加しました。その主な要因は、在庫削減により販売用不動産が69億6千2百万円、有価証券へのシフトに 

    より現金預金が154億1千7百万円減少した一方、仕掛工事の増加により未成工事支出金が55億5千1百万円および 

    譲渡性預金の取得により有価証券が230億円増加したことによるものです。 

     負債総額は、893億9千8百万円であり前連結会計年度末比87億6千8百万円増加しました。その主な要因は、 

    賞与引当金が16億6千万円減少した一方、支払手形・工事未払金等が14億6千1百万円、未成工事受入金が81億7千

    6百万円増加したことによるものです。 

     純資産合計は、1,157億7千3百万円であり前連結会計年度末比16億4千4百万円減少しました。その主な要因 

    は、四半期純利益を9億8千2百万円計上したものの、配当金の支払等があったことによるものです。なお、自 

    己資本比率は56.1％となりました。 

  

（キャッシュ・フローについて） 

当第３四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、773億1千9百万円

となり、前連結会計年度末に比べ75億8千3百万円増加しました。（現金及び現金同等物に係る換算差額を含

む） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、120億7千4百万円の増加（前年同期に比べて143億3千3百万円増加）

となりました。その主な内容は、税金等調整前四半期純利益（28億4百万円）や減価償却費（21億9千3百万円）

および未成工事受入金の増加（81億7千6百万円）などの資金の増加があったことによるものです。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、14億4千3百万円の減少（前年同期に比べて29億1千5百万円減少）と

なりました。その主な内容は、投資有価証券の売却及び償還による収入(3億3千万円)や貸付金の回収による収

入(4億7千1百万円)などの資金の増加があった一方で、有形固定資産の取得による支出（14億6千6百万円）や無

形固定資産の取得による支出（8億1千6百万円）などの資金の減少があったことによるものです。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、30億4千4百万円の減少（前年同期に比べて6百万円減少）となりまし

た。その主な内容は、配当金の支払額（25億2千1百万円）などの資金の減少によるものです。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年3月期通期の連結業績予想につきましては、平成22年10月27日に公表しました予想から変更はありま

せん。  

 なお、実際の業績等に影響を与える可能性のある重要な要因には、当社を取り巻く経済情勢・需要動向等の

変化、金融情勢の変化、地価の大幅な変動等があります。また、要因はこれらに限定されるものではありませ

ん。  

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

  該当事項はありません。  

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理）  

    繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生 

 状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測を利用する方法に

 よっております。 

  

（特有の会計処理） 

    税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純損益に対する税効果会計 

 適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

    ただし、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、重要な加減算

  項目を考慮して税金費用を算定しております。 

  なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は44百万円減少し、税金等調整前四

半期純利益は417百万円減少しております。なお、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は492百万

円であります。 

  

②企業結合に関する会計基準等の適用  

  第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

(追加情報)  

  展示場の保有形態及び使用状況の見直しを行ったところ、展示場の利用がより長期化する傾向にあることから、

実態を勘案し、第１四半期連結会計期間より、建物及び構築物の一部（展示場）の耐用年数を従来の３年から５年

に変更しております。この変更による損益への影響は軽微であります。 

  

  

  

  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 14,366 29,783

受取手形・完成工事未収入金等 3,712 2,984

有価証券 63,000 40,000

未成工事支出金 12,097 6,546

販売用不動産 36,045 43,007

商品及び製品 1,244 877

仕掛品 43 15

原材料及び貯蔵品 116 101

その他 7,286 6,660

貸倒引当金 △58 △47

流動資産合計 137,854 129,928

固定資産   

有形固定資産   

土地 21,002 21,214

その他（純額） 17,413 17,875

有形固定資産計 38,415 39,089

無形固定資産 2,850 2,855

投資その他の資産   

投資有価証券 7,876 8,548

その他 18,853 18,524

貸倒引当金 △678 △900

投資その他の資産計 26,051 26,173

固定資産合計 67,317 68,118

資産合計 205,172 198,047
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 31,301 29,839

短期借入金 50 100

未払法人税等 1,964 344

未成工事受入金 22,683 14,506

賞与引当金 842 2,502

完成工事補償引当金 2,899 3,265

売上割戻引当金 55 6

その他 10,619 11,233

流動負債合計 70,416 61,799

固定負債   

長期借入金 2,413 2,610

退職給付引当金 4,939 4,610

資産除去債務 484 －

その他 11,144 11,610

固定負債合計 18,982 18,830

負債合計 89,398 80,630

純資産の部   

株主資本   

資本金 28,375 28,375

資本剰余金 31,983 31,983

利益剰余金 61,592 63,098

自己株式 △273 △262

株主資本合計 121,679 123,195

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 183 157

土地再評価差額金 △6,803 △6,770

為替換算調整勘定 △0 1

評価・換算差額等合計 △6,621 △6,611

少数株主持分 715 833

純資産合計 115,773 117,417

負債純資産合計 205,172 198,047
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 178,876 190,241

売上原価 137,845 146,323

売上総利益 41,031 43,918

販売費及び一般管理費 40,154 40,203

営業利益 877 3,714

営業外収益   

受取利息 196 191

受取配当金 12 11

その他 284 242

営業外収益合計 492 445

営業外費用   

支払利息 138 109

持分法による投資損失 617 258

その他 117 133

営業外費用合計 872 501

経常利益 497 3,658

特別利益   

固定資産売却益 3 9

貸倒引当金戻入額 40 24

関係会社株式売却益 － 26

負ののれん発生益 － 36

特別利益合計 43 96

特別損失   

固定資産除売却損 61 25

減損損失 23 552

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 373

特別損失合計 85 951

税金等調整前四半期純利益 455 2,804

法人税等 808 1,839

少数株主損益調整前四半期純利益 － 964

少数株主損失（△） △22 △18

四半期純利益又は四半期純損失（△） △330 982
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 455 2,804

減価償却費 2,234 2,193

減損損失 － 552

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 373

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,022 △1,660

受取利息及び受取配当金 △208 △202

支払利息 138 109

負ののれん発生益 － △36

持分法による投資損益（△は益） 617 258

売上債権の増減額（△は増加） 634 △464

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,028 1,001

仕入債務の増減額（△は減少） △4,783 1,461

未成工事受入金の増減額（△は減少） 6,263 8,176

その他 △2,438 △2,376

小計 △2,138 12,189

利息及び配当金の受取額 252 245

利息の支払額 △158 △129

法人税等の支払額 △213 △230

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,259 12,074

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却及び償還による収入 2,005 －

有形固定資産の取得による支出 △680 △1,466

有形固定資産の売却による収入 19 13

無形固定資産の取得による支出 △515 △816

投資有価証券の売却及び償還による収入 10 330

貸付金の回収による収入 631 471

その他 1 25

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,472 △1,443

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △24 △50

長期借入金の返済による支出 △269 △197

自己株式の取得による支出 △10 △12

配当金の支払額 △2,521 △2,521

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △211 △262

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,038 △3,044

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,824 7,583

現金及び現金同等物の期首残高 54,524 69,736

現金及び現金同等物の四半期末残高 50,699 77,319
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（４）継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   該当事項はありません。 

 
 
４．補足情報 

 

受注及び販売の状況（連結）

1.受注状況
　　（単位：百万円）

前第３四半期
（21.4.1～21.12.31)

当第３四半期
（22.4.1～22.12.31）

平成22年3月期
（21.4.1～22.3.31）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

戸建 78,936 41.3% 92,430 44.6% 117.1% 109,461 41.5%

集合 29,755 15.6% 31,402 15.1% 105.5% 41,043 15.6%

受注高 増改築 22,032 11.6% 24,863 12.0% 112.8% 29,566 11.2%

建築請負 130,724 68.5% 148,696 71.7% 113.7% 180,071 68.3%

分譲用土地・建物 31,544 16.5% 28,775 13.9% 91.2% 43,828 16.6%

住宅システム部材 15,382 8.1% 15,427 7.5% 100.3% 22,011 8.3%

不動産流通 13,268 6.9% 14,388 6.9% 108.4% 17,914 6.8%

計 190,921 100.0% 207,288 100.0% 108.6% 263,825 100.0%

前第３四半期末
（21.12.31)

当第３四半期末
（22.12.31）

平成22年3月期末
（22.3.31）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

戸建 67,285 49.6% 75,463 52.4% 112.2% 64,716 51.0%

集合 45,603 33.6% 48,312 33.5% 105.9% 42,079 33.1%

受注残高 増改築 3,025 2.2% 4,262 3.0% 140.9% 3,090 2.4%

建築請負 115,915 85.4% 128,037 88.9% 110.5% 109,886 86.5%

分譲用土地・建物 9,303 6.9% 5,596 3.9% 60.2% 5,572 4.4%

住宅システム部材 10,385 7.7% 10,409 7.2% 100.2% 11,538 9.1%

計 135,603 100.0% 144,043 100.0% 106.2% 126,996 100.0%

2.販売状況
　　（単位：百万円）

前第３四半期
（21.4.1～21.12.31)

当第３四半期
（22.4.1～22.12.31）

平成22年3月期
（21.4.1～22.3.31）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

戸建 79,161 44.2% 81,684 42.9% 103.2% 112,255 43.1%

集合 21,560 12.1% 25,168 13.2% 116.7% 36,372 14.0%

増改築 21,754 12.2% 23,692 12.5% 108.9% 29,223 11.2%

売上高 建築請負 122,475 68.5% 130,545 68.6% 106.6% 177,851 68.3%

分譲用土地・建物 26,653 14.9% 28,751 15.1% 107.9% 42,667 16.4%

住宅システム部材 16,478 9.2% 16,556 8.7% 100.5% 21,954 8.4%

不動産流通 13,268 7.4% 14,388 7.6% 108.4% 17,914 6.9%

計 178,876 100.0% 190,241 100.0% 106.4% 260,388 100.0%

（注）金額は販売価格によっており、消費税等を含んでおりません。

区　　分
前年
同期比

前年
同期比

区　　分

区　　分
前年
同期比
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